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欧
米
先
進
国
が
直
面
す
る
職
業
訓
練
政
策

の
課
題
に
は
、
わ
が
国
と
共
通
す
る
点
が
多

い
。
そ
れ
ら
の
諸
課
題
に
対
す
る
各
国
の
工

夫
と
経
験
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
わ
が

国
の
政
策
を
考
え
る
う
え
で
参
考
に
な
ろ
う
。

今
回
の
特
集
で
は
、
イ
ギ
リ
ス
、
ド
イ
ツ
、

フ
ラ
ン
ス
の
職
業
訓
練
政
策

が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ

で
は
全
体
の
ま
と
め
と
し
て
、

各
国
の
政
策
が
二
一
世
紀
に

入
り
転
換
点
を
迎
え
て
い
る

こ
と
か
ら
、
政
策
変
化
の
特

徴
と
そ
の
背
景
に
つ
い
て
説

明
し
、
わ
が
国
の
政
策
の
方

向
を
考
え
て
み
た
い
。

１
．
競
争
力
強
化
策

と
し
て
の
職
業
訓
練

へ
の
政
策
転
換

　

第
一
の
変
化
は
、
国
際
競

争
力
の
あ
る
産
業
・
企
業
を

作
り
上
げ
る
に
は
労
働
者
の

職
業
能
力
の
向
上
が
不
可
欠

で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
政

府
は
企
業
や
労
働
者
を
積
極

的
に
支
援
す
る
必
要
が
あ
る

と
い
う
、
職
業
訓
練
を
競
争

力
強
化
策
と
し
て
捉
え
る
考

え
方
が
強
ま
っ
た
こ
と
で
あ

る
。
こ
れ
は
、
失
業
者
等
の

経
済
的
弱
者
を
支
援
す
る
こ

と
を
重
視
し
て
き
た
従
来
型
の
政
策
を
大
き

く
転
換
す
る
も
の
で
あ
り
、
具
体
的
に
は
以

下
の
政
策
が
と
ら
れ
て
い
る
。

　

労
働
者
を
支
援
す
る
政
策
で
は
、
訓
練
対

象
者
を
失
業
者
等
の
狭
い
範
囲
に
限
定
せ
ず

に
、
在
職
者
を
含
め
た
労
働
者
全
体
に
拡
大

す
る
方
向
が
重
視
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
代
表

的
な
政
策
が
「
労
働
者
の
生
涯
に
わ
た
り
訓

練
機
会
を
提
供
す
る
」
と
い
う
生
涯
訓
練
政

策
で
あ
り
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
「
生
涯
に
わ
た

る
職
業
教
育
に
関
す
る
法
律
」
等
に
よ
っ
て

生
涯
訓
練
を
受
け
る
個
人
の
権
利
の
強
化
を

は
か
っ
て
い
る
。
ま
た
イ
ギ
リ
ス
は
、
リ
ー

チ
レ
ポ
ー
ト
の
「
低
い
水
準
に
あ
る
労
働
者

の
職
業
能
力
を
世
界
水
準
に
引
き
上
げ
る
必

要
が
あ
る
」
と
の
勧
告
に
基
づ
き
改
革
を
進

め
て
い
る
。

　

事
業
主
を
支
援
す
る
政
策
で
は
、
フ
ラ
ン

ス
は
従
来
か
ら
、
事
業
主
か
ら
徴
収
し
た

拠
出
金
を
社
内
教
育
の
実
施
に
合
わ
せ
て
還

付
す
る
仕
組
み
を
通
し
て
事
業
主
に
よ
る
訓

練
を
促
進
す
る
政
策
を
と
っ
て
き
た
が
、
他

国
で
も
同
趣
旨
の
政
策
が
採
用
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
き
て
い
る
。
た
と
え
ば
イ
ギ
リ
ス

は
、
事
業
主
を
直
接
支
援
す
る
「T

rain to 
G
ain

」
政
策
を
導
入
し
、
今
後
も
強
化
す
る

と
し
て
い
る
。
最
後
は
事
業
主
の
ニ
ー
ズ
に

合
っ
た
訓
練
体
制
を
整
備
す
る
た
め
の
政
策

で
あ
り
、
職
業
訓
練
計
画
の
作
成
に
事
業
主

が
関
与
す
る
仕
組
み
を
強
化
す
る
取
り
組
み

が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

２
．
失
業
対
策
か
ら
失
業
予
防
を

重
視
す
る
職
業
訓
練
へ
の
転
換

　

す
で
に
ふ
れ
た
生
涯
訓
練
政
策
は
、
失
業

者
の
た
め
の
伝
統
的
な
失
業
対
応
型
訓
練
を

失
業
予
防
型
訓
練
に
拡
充
す
る
政
策
で
も
あ

り
、
各
国
が
共
通
し
て
重
視
し
て
い
る
政
策

転
換
で
あ
る
。
そ
の
背
景
に
は
、
失
業
対
応

型
は
対
症
療
法
的
な
政
策
で
あ
り
、
深
刻
な

失
業
問
題
を
解
決
す
る
に
は
限
界
が
あ
る
の

で
、
労
働
者
が
失
業
し
な
い
よ
う
に
能
力
を

養
成
し
て
お
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
の
考

え
方
が
あ
る
。

　

こ
の
失
業
予
防
型
政
策
の
第
一
の
特
徴
は
、

失
業
対
応
型
と
と
も
に
生
涯
訓
練
政
策
の
な

か
に
統
合
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
た
と

え
ば
ド
イ
ツ
で
は
、
失
業
者
を
対
象
と
す

る
転
換
訓
練
と
在
職
者
を
対
象
と
す
る
向
上

訓
練
を
継
続
訓
練
と
し
て
統
合
し
、
そ
れ
に

沿
っ
て
作
成
さ
れ
た
労
働
市
場
近
代
化
法
に

基
づ
い
て
、
失
業
の
恐
れ
の
あ
る
未
熟
練
在

職
者
に
訓
練
を
提
供
す
る
事
業
主
に
対
し
て

は
賃
金
助
成
を
行
い
、
当
該
の
在
職
者
に
対

し
て
は
職
業
訓
練
ク
ー
ポ
ン
券
に
よ
っ
て
訓

練
費
用
を
補
助
す
る
政
策
を
導
入
し
て
い
る
。

　

欧
州
諸
国
の
職
業
訓
練
政
策
の
特
徴
と
方
向

　
　
　
　
　
　
　
　
　

―
―

わ
が
国
の
政
策
の
方
向
を
考
え
る

学
習
院
大
学
教
授　

今
野
浩
一
郎　
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も
う
一
つ
の
特
徴
は
、
訓
練
対
象
と
す
る
労

働
者
の
範
囲
が
失
業
者
か
ら
就
職
の
難
し
い

若
者
、
さ
ら
に
は
在
職
者
へ
と
拡
大
し
て
い

る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
た
め
上
記
の
ド
イ
ツ

の
職
業
訓
練
ク
ー
ポ
ン
券
は
受
給
対
象
者
を

広
く
設
定
し
て
い
る
。

３
．
職
業
訓
練
を
効
果
的
に
推
進

す
る
た
め
の
政
策
転
換

　

こ
れ
ま
で
は
「
誰
を
対
象
に
す
る
の
か
」

の
観
点
か
ら
み
て
き
た
が
、
産
業
・
企
業
、

個
人
の
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
職
業
訓
練
を
効
率

的
に
提
供
す
る
た
め
に
「
訓
練
を
い
か
に
実

施
す
る
の
か
」
の
推
進
体
制
の
面
で
も
政
策

転
換
が
起
き
て
い
る
。

　

第
一
は
権
限
を
中
央
か
ら
地
方
に
移
管
す

る
分
権
化
の
政
策
で
あ
り
、
た
と
え
ば
フ

ラ
ン
ス
は
、
一
九
八
〇
年
代
か
ら
権
限
の
州

へ
の
移
管
を
進
め
て
き
た
が
、
二
一
世
紀
に

入
っ
て
も
こ
の
分
権
化
政
策
を
推
進
し
て
い

る
。
た
だ
し
、
全
て
の
権
限
を
中
央
か
ら
地

方
へ
移
譲
す
る
と
い
う
こ
と
は
な
く
、
管
理

運
営
は
地
方
政
府
・
政
府
直
轄
機
関
等
で
行

う
が
政
策
の
基
本
的
枠
組
み
の
企
画
・
設
定

は
国
で
行
う
、
と
い
う
の
が
各
国
で
共
通
に

見
ら
れ
る
体
制
で
あ
る
。

　

労
働
者
の
就
職
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、

労
働
者
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
職
業
訓
練
を
効
率

的
に
実
施
す
る
た
め
に
、
個
々
の
労
働
者
に

対
し
て
職
業
相
談
、
職
業
訓
練
、
職
業
紹
介

か
ら
な
る
一
連
の
サ
ー
ビ
ス
を
統
合
的
か
つ

個
別
的
に
提
供
す
る
体
制
を
整
備
す
る
。
こ

れ
が
第
二
の
政
策
転
換
で
あ
り
、
た
と
え
ば

フ
ラ
ン
ス
は
、
失
業
手
当
の
給
付
に
あ
た
っ

て
、
職
業
相
談
・
職
業
訓
練
の
計
画
を
個
人

別
に
作
成
し
再
就
職
を
促
進
す
る
雇
用
復
帰

支
援
計
画
を
導
入
し
て
い
る
。

　

最
後
に
、
職
業
訓
練
を
効
果
的
、
効
率
的

に
行
う
う
え
で
重
要
な
職
業
能
力
評
価
に
つ

い
て
も
政
策
転
換
が
起
こ
っ
て
い
る
。
ま
ず

は
能
力
評
価
基
準
を「
仕
事
で
使
え
る
能
力
」

に
基
づ
く
基
準
に
再
編
し
、
就
職
に
結
び
つ

く
職
業
能
力
評
価
制
度
を
構
築
す
る
と
い
う

動
き
で
あ
り
、
イ
ギ
リ
ス
の
Ｎ
Ｖ
Ｑ
が
よ
く

知
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
学
校
教
育
上
の

資
格
と
職
業
資
格
と
の
相
互
認
定
を
推
進
す

る
政
策
、
公
的
な
職
業
資
格
を
持
た
な
い
労

働
者
の
職
業
能
力
を
公
的
に
認
定
す
る
政
策

も
推
進
さ
れ
て
お
り
、
ド
イ
ツ
と
フ
ラ
ン
ス

の
職
業
経
験
認
定
制
度
は
後
者
の
典
型
例
で

あ
る
。

４
．
日
本
に
と
っ
て
参
考
に
な
る

こ
と

（
高
度
技
能
人
材
と
指
導
者
を
養
成
す
る
取

り
組
み
）

　

以
上
の
各
国
の
政
策
転
換
の
経
験
は
、
わ

が
国
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
点
で
参
考
に
な

る
の
か
。
ま
ず
注
目
し
た
い
点
は
、
職
業
訓

練
政
策
の
対
象
が
、
失
業
者
等
の
経
済
的
弱

者
と
い
う
伝
統
的
な
分
野
か
ら
在
職
者
、
事

業
主
ま
で
拡
大
し
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
そ

の
背
景
に
は
「
競
争
力
強
化
の
た
め
の
人
材

育
成
」「
生
涯
訓
練
」「
失
業
予
防
型
訓
練
」

の
重
要
性
が
あ
る
。

　

こ
の
在
職
者
と
事
業
主
を
重
視
す
る
変
化

の
な
か
に
は
、
競
争
力
強
化
の
た
め
に
高
度

人
材
を
よ
り
高
度
な
人
材
に
育
成
す
る
「
高

度
人
材
育
成
型
」
と
、
雇
用
の
場
を
獲
得

し
維
持
す
る
た
め
の
基
本
能
力
を
養
成
す

る
「
基
礎
能
力
養
成
型
」
と
い
う
方
向
の
異

な
る
二
つ
の
ベ
ク
ト
ル
が
あ
る
。
こ
の
点
か

ら
み
る
と
、
各
国
が
導
入
し
て
い
る
事
業
主
、

在
職
者
を
支
援
す
る
政
策
は
主
に
基
礎
能
力

養
成
型
で
あ
り
、
高
度
人
材
養
成
型
は
、
マ

イ
ス
タ
ー
養
成
を
主
目
的
と
し
た
ド
イ
ツ
の

公
的
資
格
取
得
制
度
等
に
と
ど
ま
る
。
高
度

人
材
の
養
成
は
高
等
教
育
機
関
に
任
せ
る
と

い
う
の
が
一
つ
の
選
択
で
あ
る
が
、
そ
れ
で

も
「
も
の
作
り
」
等
の
現
場
で
高
度
な
仕
事

に
従
事
す
る
技
能
人
材
の
養
成
は
難
し
い
。

若
年
者
養
成
の
デ
ュ
ア
ル
・
シ
ス
テ
ム
か
ら

マ
イ
ス
タ
ー
養
成
制
度
ま
で
整
備
し
て
い
る

ド
イ
ツ
で
あ
っ
て
も
、
高
度
技
能
人
材
の
不

足
に
頭
を
悩
ま
せ
て
い
る
。

　

こ
れ
は
わ
が
国
も
直
面
し
て
い
る
課
題
で

あ
り
、
各
国
の
経
験
を
み
る
と
つ
ぎ
の
対
応

が
考
え
ら
れ
る
。
企
業
が
高
度
技
能
人
材
を

社
内
で
養
成
す
る
に
は
有
能
な
指
導
者
が
必

要
で
あ
り
、
そ
の
養
成
の
た
め
に
は
、「
マ

イ
ス
タ
ー
養
成
は
指
導
者
養
成
で
も
あ
る
」

と
い
う
ド
イ
ツ
の
経
験
が
参
考
に
な
り
、
現

場
に
お
け
る
技
術
力
、
管
理
力
と
と
も
に
指

導
力
を
養
成
す
る
た
め
の
訓
練
コ
ー
ス
を
公

的
に
整
備
す
る
意
義
は
大
き
い
。
し
か
し
、

ド
イ
ツ
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
そ
れ
だ
け

で
は
十
分
で
は
な
い
。
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に

企
業
に
多
く
を
任
せ
て
い
て
は
解
決
で
き
な

い
問
題
で
あ
る
の
で
、
政
府
が
高
度
技
能
人

材
養
成
シ
ス
テ
ム
を
強
力
に
推
進
す
る
必
要

が
あ
り
、
そ
の
た
め
の
工
夫
が
問
わ
れ
て
い

る
。

（
職
業
訓
練
の
推
進
体
制
に
関
す
る
取
り
組

み
）

　

推
進
体
制
に
つ
い
て
は
、
各
国
と
も
実
施

機
能
を
中
心
に
政
府
の
役
割
を
縮
小
さ
せ

外
部
機
関
を
活
用
す
る
政
策
を
と
っ
て
い
る
。

わ
が
国
も
そ
の
方
向
で
進
ん
で
い
る
が
、
そ

こ
で
問
題
に
な
る
こ
と
は
受
け
皿
と
な
る
良

質
な
外
部
機
関
を
い
か
に
育
て
確
保
す
る
か

で
あ
る
。
各
国
の
経
験
を
踏
ま
え
る
と
、
政

府
の
財
政
支
援
を
受
け
る
公
的
機
関
の
役
割

が
重
要
で
あ
り
、
具
体
的
に
は
、
学
校
教
育

機
関
と
の
協
力
関
係
を
形
成
す
る
、
経
営
者

団
体
等
の
公
的
機
関
を
職
業
訓
練
機
関
と
し

て
育
成
す
る
等
が
解
決
の
方
向
に
な
ろ
う
。

　

第
二
に
、
各
国
と
も
労
働
者
の
個
別
的
な

キ
ャ
リ
ア
形
成
と
の
有
機
的
な
連
携
を
重
視

し
て
お
り
、
た
と
え
ば
失
業
対
応
型
訓
練
で

は
、
職
業
相
談
と
職
業
訓
練
と
職
業
紹
介
の

一
連
の
サ
ー
ビ
ス
を
個
別
的
に
提
供
す
る
体

制
の
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
わ
が
国
で

も
重
視
す
べ
き
点
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は

職
業
紹
介
機
関
と
職
業
訓
練
機
関
と
の
協
力

体
制
の
整
備
と
両
機
関
で
の
キ
ャ
リ
ア
・
コ

ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
能
力
の
向
上
が
重
要
な
課

題
に
な
る
。
さ
ら
に
職
業
能
力
評
価
と
の
関

連
で
は
、
各
国
の
経
験
と
わ
が
国
の
現
状
を

踏
ま
え
る
と
、
多
く
の
企
業
と
労
働
者
を
カ

バ
ー
す
る
体
系
化
さ
れ
た
評
価
制
度
を
構
築

す
る
と
と
も
に
、
評
価
さ
れ
た
能
力(

職
業

資
格)

と
学
校
教
育
上
の
資
格
の
相
互
認
定
、

現
場
で
積
み
重
ね
た
能
力
を
公
的
に
認
定
す

る
仕
組
み
の
可
能
性
を
検
討
し
て
み
る
必
要

が
あ
ろ
う
。

　

最
後
に
職
業
訓
練
の
方
法
に
関
連
し
て
、

各
国
の
わ
が
国
と
最
も
異
な
る
点
は
、
企
業

が
参
画
す
る
Ｏ
Ｊ
Ｔ
方
式
つ
ま
り
「
雇
用
と

訓
練
の
結
合
」
方
式
の
訓
練
が
重
視
さ
れ
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。
現
場
で
役
立
つ
職
業
訓

練
が
基
本
で
あ
れ
ば
、
わ
が
国
で
も
「
雇
用

と
訓
練
の
結
合
」
方
式
を
重
視
す
べ
き
で
あ

り
、
そ
の
た
め
に
は
、
人
材
養
成
の
社
会
的

役
割
を
引
き
受
け
る
と
い
う
考
え
方
を
企
業

に
持
っ
て
も
ら
う
必
要
が
あ
り
、
ま
た
政
府

は
そ
れ
を
促
進
し
支
援
す
る
政
策
を
強
化
す

る
必
要
が
あ
る
。

　

国
際
比
較
を
通
し
て
得
ら
れ
る
政
策
上
の

課
題
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た
。
わ
が
国
政

府
の
政
策
形
成
に
参
考
に
な
れ
ば
と
思
う
。
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職
業
教
育
訓
練
政
策
の
改
革
に
関
す
る
政

府
の
諮
問
を
受
け
て
、
二
〇
〇
六
年
一
二
月

に
リ
ー
チ
委
員
会
（L

eitch R
eview

 of 
S
kills

）は
提
言
書
を
発
表
し
た
。
提
言
書
は
、

こ
れ
ま
で
失
業
者
、
就
業
前
の
若
年
者
を
中

心
と
し
て
き
た
職
業
教
育
訓
練
政
策
を
、
在

職
者
や
事
業
主
に
よ
る
訓
練
に
拡
大
・
拡
充

し
、
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
職
業
教
育
訓
練
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
策
定
と
訓
練
の
質
の
改
善
を
行
う

必
要
性
を
指
摘
。
よ
り
多
く
の
労
働
者
へ
の

訓
練
機
会
の
提
供
を
通
じ
た
全
体
的
な
技
能

水
準
の
底
上
げ
や
、
事
業
主
の
発
言
力
強
化

と
関
与
の
拡
大
な
ど
を
提
言
し
、
こ
の
た
め

の
組
織
・
制
度
改
革
の
基
本
的
枠
組
み
を
示

し
た
。
政
府
は
こ
れ
を
ほ
ぼ
全
面
的
に
受
け

入
れ
、
現
在
、
一
連
の
制
度
改
革
が
進
め
ら

れ
て
い
る
。

１
．
制
度
概
要

　

職
業
教
育
訓
練
政
策
は
、
一
九
歳
以
降
の

高
等
教
育
・
ス
キ
ル
を
所
管
す
る
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
・
大
学
・
職
業
技
能
省
（D
epartm

ent 
for Innovation, U

niversities and 
S
kills

：
Ｄ
Ｉ
Ｕ
Ｓ
）
と
、
高
等
教
育
機
関

に
通
っ
て
い
な
い
一
九
歳
未
満
の
学
習
と
学

校
お
よ
び
徒
弟
制
度
の
枠
内
で
の
職
業
訓
練

な
ど
を
所
管
す
る
児
童
・
学
校
・
家
庭
省

（D
epartm

ent for C
hildren, S

chools 
and F

am
ilies

：
Ｄ
Ｃ
Ｓ
Ｆ
）
に
よ
っ
て
主

に
推
進
さ
れ
て
い
る
。
施
策
の
実
施
管
理
と

予
算
配
分
は
現
在
、
教
育
技
能
委
員
会

（L
earning and S

kil ls C
 ouncil

：
Ｌ

Ｓ
Ｃ
）
が
、
各
地
域
の
自
治
体
そ
の
他
の
関

係
機
関
と
の
連
携
に
よ
り
実
施
し
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
、
失
業
者
・
経
済
的
弱
者
等
へ
の

職
業
教
育
訓
練
政
策
は
、
雇
用
年
金
省

（D
e
p
a
rtm

e
n
t fo

r W
o
rk
 a
n
d 

P
ension

：
Ｄ
Ｗ
Ｐ
）
が
所
管
し
、
全
国
の

ジ
ョ
ブ
セ
ン
タ
ー
・
プ
ラ
ス
に
よ
っ
て
運
営

さ
れ
て
い
る
。こ
の
ほ
か
、企
業
の
技
能
ニ
ー

ズ
を
政
策
に
反
映
さ
せ
る
目
的
で
二
〇
〇
八

年
に
新
設
さ
れ
、
技
能
政
策
に
関
し
て
政
府

に
提
言
を
行
う
雇
用
・
技
能
委
員
会
（U

K
 

C
om
m
ission for E

m
ploym

ent and 
S
kills

：
Ｕ
Ｋ
Ｃ
Ｅ
Ｓ
）
や
、
資
格
制
度
に

か
か
わ
る
多
く
の
組
織
が
政
策
運
営
に
か
か

わ
っ
て
い
る
。

　

一
方
、
職
業
教
育
訓
練
の
実
施
機
関
で
あ

る
教
育
訓
練
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
と
し
て
は
、
受

講
者
数
の
最
も
多
い
継
続
教
育
カ
レ
ッ
ジ

（F
urther E

ducation C
ollege

）
の
ほ
か
、

民
間
の
職
業
訓
練
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
、
ラ
ー
ン

ダ
イ
レ
ク
ト
・
セ
ン
タ
ー
（L

earndirect 
C
entre

）、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
が
あ
る
。

イ
ギ
リ
ス
で
は
す
べ
て
を
公
的
資
金
で
運
営

す
る
公
共
職
業
訓
練
施
設
は
な
く
、
教
育
訓

練
は
政
府
の
職
業
教
育
訓
練
政
策
に
沿
っ
て

教
育
訓
練
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
が
教
育
訓
練
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
提
供
し
、
そ
の
実
績
に
対
し
て
公

的
資
金
が
助
成
さ
れ
て
い
る
。

２
．
公
的
職
業
教
育
訓
練
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
概
要

　

公
的
職
業
教
育
訓
練
に
係
る
施
策
は
、
継

続
教
育
と
対
象
者
別
訓
練
（
若
年
者
、
成
人

（
在
職
者
）、
失
業
者
・
経
済
的
弱
者
）
で

構
成
さ
れ
る
。

　

イ
ギ
リ
ス
で
は
就
職
を
希
望
す
る
義
務
教

育
修
了
者
も
す
ぐ
に
就
職
す
る
の
で
は
な
く

継
続
教
育
カ
レ
ッ
ジ
等
の
教
育
訓
練
機
関
に

進
学
し
、
継
続
教
育
と
し
て
仕
事
に
直
結
す

る
ス
キ
ル
を
事
前
に
習
得
す
る
者
が
多
い
。

こ
の
た
め
、
①
読
み
・
書
き
、
計
算
能
力
な

ど
の
基
礎
教
育　

②
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
、
資

格
取
得
な
ど
の
職
業
教
育　

③
高
等
教
育
へ

の
準
備
教
育　

④
工
芸
、
外
国
語
な
ど
の
趣

味
・
文
化
的
コ
ー
ス
と
い
っ
た
領
域
で
、
フ

ル
タ
イ
ム
・
パ
ー
ト
タ
イ
ム
で
受
講
可
能
な

多
種
多
様
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
用
意
さ
れ
て
い

る
。
若
年
層
だ
け
で
な
く
、
社
会
人
も
自
己

啓
発
や
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
を
目
的
に
様
々
な

コ
ー
ス
に
参
加
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
対
象
者
別
訓
練
と
し
て
は
、
若
年

者
、
在
職
者
、
失
業
者
と
い
っ
た
特
定
の
対

象
ご
と
に
教
育
訓
練
が
実
施
さ
れ
て
い
る

（
表
参
照
）。

３
．
若
年
者
対
象
の
職
業
教
育
訓

練
政
策

　

イ
ギ
リ
ス
で
は
就
職
前
の
若
年
者
を
対
象

と
し
た
職
業
教
育
訓
練
が
重
視
さ
れ
て
い
る
。

中
心
と
な
る
徒
弟
制
度
は
、
事
業
主
の
下
で

働
き
な
が
ら
訓
練
を
受
け
、
政
府
が
示
す
認

定
基
準
に
沿
っ
て
資
格
授
与
機
関
の
認
定
を

受
け
た
教
育
訓
練
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
で
資
格
取

得
や
ス
キ
ル
習
得
な
ど
を
目
指
す
も
の
。
座

学
に
よ
る
職
業
知
識
の
習
得
と
職
場
で
の
実

務
に
よ
り
、
労
働
者
の
ス
キ
ル
と
雇
用
者
側

が
求
め
る
ス
キ
ル
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
一
六
〜
二
四
歳

を
対
象
に
、
取
得
目
標
と
す
る
Ｎ
Ｖ
Ｑ
の
レ

ベ
ル
に
応
じ
て
、
徒
弟
制
度
（
Ｎ
Ｖ
Ｑ
レ
ベ

ル
二
：
非
熟
練
レ
ベ
ル
）
と
上
級
徒
弟
制
度

（
Ｎ
Ｖ
Ｑ
レ
ベ
ル
三
：
技
術
職
、
熟
練
工
、

監
督
職
相
当
レ
ベ
ル
））
の
二
つ
の
レ
ベ
ル

が
用
意
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
よ
り
若
年
層
の

一
四
〜
一
六
歳
を
対
象
と
す
る
「
若
年
徒
弟

制
度（Y

oung A
pprenticeships

）」が
あ
る
。

約
八
〇
の
産
業
で
一
八
〇
職
種
以
上
の
徒
弟

制
度
・
上
級
徒
弟
制
度
の
訓
練
コ
ー
ス
が
提

供
さ
れ
て
お
り
、
訓
練
内
容
、
期
間
は
職
種

や
訓
練
生
に
よ
っ
て
異
な
る
（
通
常
の
訓
練

期
間
は
一
二
〜
三
六
カ
月
）。
訓
練
生
の
身

分
は
通
常
、
有
給
の
雇
用
者
で
あ
り
、
徒
弟

制
度
期
間
中
に
支
払
わ
れ
る
賃
金
は
最
低
週

八
〇
ポ
ン
ド
（
二
〇
〇
九
年
八
月
か
ら
は
週

九
五
ポ
ン
ド
）
と
決
め
ら
れ
て
い
る
。
実
際

に
支
払
わ
れ
て
い
る
賃
金
は
平
均
週
一
七
〇

ポ
ン
ド
前
後
で
、
高
度
な
ス
キ
ル
を
要
す
る

職
種
で
は
週
二
一
〇
ポ
ン
ド
と
な
っ
て
い
る
。

雇
用
さ
れ
て
い
な
い
場
合
に
は
賃
金
の
代
わ

り
に
政
府
か
ら
教
育
継
続
手
当（E

ducation 
M
aintenance A

llow
ance

：
Ｅ
Ｍ
Ａ
）
を

受
け
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
、
徒
弟
制

度
修
了
後
の
訓
練
生
の
雇
用
は
企
業
に
義
務

化
さ
れ
て
い
な
い
し
、
逆
に
訓
練
生
に
も
そ

の
企
業
に
就
職
す
る
こ
と
を
義
務
化
し
て
い

な
い
。

４
．
在
職
者
対
象
の
職
業
練
教
育

訓
練
政
策

　

次
に
、
在
職
者
を
対
象
と
し
た
職
業
訓
練

プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
は
、
企
業
主
導
で
行
わ

れ
る
職
業
教
育
訓
練
の
他
に
、
通
常
の
徒
弟

イ
ギ
リ
ス
の
公
共
職
業
教
育
訓
練

　
　
　
　
　

―
―

企
業
の
技
能
ニ
ー
ズ
を
重
視
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制
度
を
拡
大
す
る
形
で
二
五
歳
以
上
の
成
人

を
対
象
と
し
た
成
人
向
け
徒
弟
制
度

（A
pprenticeships for A

dults

）
が
あ
る
。

　

ま
た
、
リ
ー
チ
レ
ポ
ー
ト
で
そ
の
重
要
性

が
指
摘
さ
れ
た
事
業
主
及
び
在
職
者
向
け
の

職
業
教
育
訓
練
施
策
の
拡
充
へ
の
取
り
組
み

と
し
て
、
企
業
が
求
め
る
職
業
教
育
訓
練
の

実
施
を
公
的
に
支
援
す
る
新
し
い
施
策

「T
rain to G

ain

」
が
二
〇
〇
六
年
に
開

始
さ
れ
た
。T

rain to G
ain 

は
、
主
に
Ｎ

Ｖ
Ｑ
レ
ベ
ル
二
以
上
の
職
業
資
格
を
持
た
な

い
従
業
員
を
対
象
に
、
レ
ベ
ル
二
、
レ
ベ
ル

三
取
得
の
た
め
の
職
業
訓
練
、
基
礎
的
な
読

み
書
き
、
計
算
能
力
と
い
っ
た
生
涯
ス
キ
ル

（S
kills for L

ife

）
取
得
の
た
め
の
訓
練

な
ど
を
雇
用
者
が
実
施
す
る
際
の
訓
練
費
用

を
政
府
資
金
に
よ
っ
て
補
助
す
る
も
の
。
こ

の
た
め
、
職
業
教
育
訓
練
の
需
要
側
で
あ
る

企
業
が
訓
練
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
設
計
、
方
向
付

け
を
行
う
こ
と
を
認
め
る
と
と
も
に
、
こ
れ

を
支
援
す
る
た
め
の
ス
キ
ル
ブ
ロ
ー
カ
ー

（S
kills B

roker

）
が
、
Ｌ
Ｓ
Ｃ
に
よ
っ

て
設
定
さ
れ
て
い
る
（
利
用
は

任
意
）。ス
キ
ル
ブ
ロ
ー
カ
ー
は
、

事
業
主
と
協
同
で
当
該
企
業
の

ス
キ
ル
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
最

適
な
職
業
教
育
訓
練
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
作
成
や
実
施
方
法
な
ど
に

公
正
か
つ
独
立
な
立
場
で
助
言

を
行
う
。さ
ら
に
中
小
企
業（
従

業
員
が
五
〇
人
未
満
）
に
つ
い

て
は
、
従
業
員
が
訓
練
を
受
講

し
て
い
る
期
間
の
賃
金
の
一
部

を
補
助
金
と
し
て
支
給
す
る
。

５
．
失
業
者
及
び
経
済

的
弱
者
対
象
の
職
業
教

育
訓
練
政
策

　

さ
ら
に
、
失
業
者
や
経
済
的

弱
者
を
対
象
と
し
た
職
業
教
育

訓
練
は
雇
用
年
金
省
所
管
の

ジ
ョ
ブ
セ
ン
タ
ー
・
プ
ラ
ス
を

通
し
て
実
施
さ
れ
て
お
り
、
そ

の
主
要
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
は

ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
（N

ew
 

D
eal

）、
エ
ン
プ
ロ
イ
メ
ン
ト
・

ゾ

ー

ン
（E

m
ploym

ent 
Z
one

）
で
あ
る
。
ニ
ュ
ー

デ
ィ
ー
ル
は
若
年
失
業
者
、
長

期
失
業
者
、ひ
と
り
親
、中
高
年
失
業
者
（
五

〇
歳
以
上
）、
障
害
者
等
の
特
定
の
求
職
者

グ
ル
ー
プ
を
対
象
と
し
た
就
業
支
援
策
で
あ

り
、
そ
の
一
環
と
し
て
参
加
者
に
は
職
業
訓

練
の
機
会
が
与
え
ら
れ
る
。
ま
た
失
業
率
が

と
く
に
高
く
、
長
期
失
業
者
の
多
い
地
域
と

し
て
政
府
が
指
定
す
る
地
域
で
は
、
ニ
ュ
ー

デ
ィ
ー
ル
と
並
行
し
て
エ
ン
プ
ロ
イ
メ
ン

ト
・
ゾ
ー
ン
が
提
供
さ
れ
て
お
り
、
個
々
人

の
状
況
に
よ
り
即
し
た
就
業
支
援
、
必
要
に

応
じ
て
職
業
教
育
訓
練
が
、
民
間
企
業
へ
の

委
託
に
よ
り
実
施
さ
れ
て
い
る
。
プ
ロ
グ
ラ

ム
へ
の
参
加
の
間
、
失
業
者
や
経
済
的
弱
者

に
は
所
得
水
準
に
応
じ
て
社
会
保
障
給
付
制

度
を
通
じ
た
生
活
費
補
助
が
支
給
さ
れ
る
ほ

か
、
就
職
時
も
し
く
は
就
職
後
に
支
払
わ
れ

る
各
種
の
補
助
等
が
あ
る
。

　

一
方
、
企
業
が
若
年
ま
た
は
成
人
の

ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
参
加
者
を
雇
用
す
る
場
合
、

二
六
週
以
上
雇
用
す
る
こ
と
や
、
他
の
従
業

員
と
同
等
の
訓
練
を
受
け
さ
せ
る
こ
と
な
ど

を
条
件
に
、
二
六
週
に
わ
た
っ
て
助
成
金
が

支
給
さ
れ
る
。
金
額
は
年
齢
お
よ
び
週
当
た

り
の
労
働
時
間
に
よ
っ
て
異
な
り
、
週
三
〇

時
間
以
上
の
場
合
は
七
五
ポ
ン
ド
（
若
者
向

け
は
六
〇
ポ
ン
ド
）、
一
六
〜
二
九
時
間
の

場
合
は
五
〇
ポ
ン
ド
（
同
四
〇
ポ
ン
ド
）。

さ
ら
に
、
若
者
向
け
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
参
加

者
に
訓
練
を
受
け
さ
せ
る
場
合
、
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
の
同
意
に
よ
り
、
七
五
〇
ポ
ン
ド
を
上

限
と
す
る
訓
練
費
用
の
助
成
が
行
わ
れ
る
。

６
．
今
後
の
政
策
展
開

（
１
）
企
業
・
個
人
向
け
支
援
策
の
強
化

　

政
府
は
、
リ
ー
チ
レ
ポ
ー
ト
の
提
言
す
る
、

企
業
・
個
人
向
け
の
支
援
へ
の
政
府
補
助
の

集
中
を
政
策
に
反
映
す
べ
く
、
準
備
を
進
め

て
い
る
。
そ
の
一
つ
は
個
人
向
け
訓
練
補
助

制
度
の
整
備
で
、
個
々
の
受
講
者
の
ニ
ー
ズ

や
選
択
に
合
わ
せ
た
費
用
補
助
と
受
講
記
録

管
理
の
方
策
と
し
て
、S

kills A
ccount

の

二
〇
一
〇
年
の
導
入
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

大
学
に
進
学
し
な
い
一
八
歳
以
上
の
す
べ
て

の
若
者
・
成
人
を
対
象
に
、
受
講
者
に
固
有

の
番
号
と
訓
練
ア
カ
ウ
ン
ト
を
付
与
し
て
、

政
府
の
認
定
す
る
訓
練
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
に
よ

る
訓
練
の
受
講
費
用
を
バ
ウ
チ
ャ
ー
に
よ
り

補
助
す
る
。

　

ま
た
、
企
業
向
け
の
訓
練
補
助
に
つ
い
て

は
、
事
業
主
の
技
能
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
訓
練

助
成
の
促
進
の
た
め
、
政
府
は
将
来
的
に
、

企
業
が
実
施
す
る
全
て
の
訓
練
の
助
成
を

T
rain to G

ain

を
通
じ
て
実
施
し
た
い
意

向
を
示
し
て
い
る
。
加
え
て
、
中
小
企
業
に

対
す
る
従
業
員
お
よ
び
事
業
主
向
け
の
教
育

訓
練
支
援
を
強
化
す
る
方
針
を
示
し
て
い
る
。

（
２
）
資
格
制
度
の
改
革

①
資
格
単
位
枠
組
み
（Q

ualifi cations and 
C
redit Fram

ew
ork

）
の
導
入

　

資
格
取
得
に
関
す
る
企
業
や
個
人
の
利
便

性
を
高
め
る
た
め
、
既
存
の
資
格
を
構
成
す

る
訓
練
単
位
に
分
割
し
、
こ
れ
に
対
す
る
認

定
や
補
助
を
可
能
と
す
る
「
資
格
単
位
枠
組

み
」
の
導
入
作
業
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
二

〇
一
一
年
に
は
、
現
在
の
全
国
資
格
枠
組
み

に
代
え
て
本
格
導
入
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

②
一
四
〜
一
九
歳
向
け
デ
ィ
プ
ロ
マ
制
度

（new
 D
iplom

a

）
の
導
入

　

若
年
者
の
実
践
的
な
職
業
ス
キ
ル
の
開
発

に
向
け
て
、
一
四
〜
一
九
歳
向
け
の
教
育
に

新
た
に
導
入
さ
れ
る
資
格
制
度
。
読
み
書
き

計
算
や
Ｉ
Ｔ
の
教
育
と
併
せ
て
専
門
科
目
を

選
択
し
、
座
学
と
一
〇
日
以
上
の
就
業
体
験

を
組
み
合
わ
せ
た
職
業
教
育
課
程
を
学
ぶ
も

の
。
二
〇
一
三
年
に
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
全
体

で
提
供
さ
れ
る
予
定
。

表　対象者別にみた主な職業教育訓練プログラム
対象 プログラム 内容 開始年

すべて 継続教育（Further Education） 個人が自己啓発、スキル向上のために受講する教育訓
練 －

若年者

徒弟制度（Apprenticeship） 職場での訓練と並行して教育訓練機関で資格取得（レ
ベル2相当）のための学習を行うプログラム 2004

上級徒弟制度（Advanced Apprenticeship） 職場での訓練と並行して教育訓練機関で資格取得（レ
ベル3相当）のための学習を行うプログラム 2004

若年徒弟制度（Young Apprenticeship） 資格取得を目的に職場や職業訓練機関で学習や就業体
験を行うプログラム 2004

雇用準備訓練（Entry to Employment） 基本スキル、職業能力の開発、自己啓発、社会性を育
成するためのプログラム 2003

NVQ訓練（NVQ Learning） NVQ取得のための職業訓練プログラム 2003

成人
（在職者）

Train to Gain イングランド地方で実施している職業訓練支援プログ
ラム 2006

成人向け徒弟制度（Apprenticeships for 
Adults） 25 歳以上の成人を対象として徒弟制度 2005

失業者・
経済的弱者

New Deal 特定の求職者グループを対象とした就業支援プログラ
ム 1998

Employment Zone 特定地区において長期失業者の職業復帰を支援する雇
用対策プログラム 2000
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（
３
）
関
係
組
織
の
再
編

　

一
連
の
制
度
改
革
と
並
行
し
て
、
Ｌ
Ｓ
Ｃ

の
廃
止
を
中
心
と
す
る
関
連
組
織
・
業
務
の

再
編
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
職
業
教
育
訓
練

政
策
の
企
画
・
運
営
に
関
す
る
Ｌ
Ｓ
Ｃ
の
所

管
業
務
を
、
地
域
・
地
方
レ
ベ
ル
に
移
管
す

る
こ
と
が
主
眼
で
、
Ｌ
Ｓ
Ｃ
が
担
っ
て
き
た

地
方
へ
の
予
算
配
分
機
能
は
、
新
設
さ
れ
る

S
kills F

unding A
gency

（
一
九
歳
以
上
の

職
業
教
育
訓
練
に
関
す
る
予
算
配
分
、
継
続

教
育
カ
レ
ッ
ジ
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
な
ど
を

所
管
）
とY

oung P
eople's L

earning 

A
gency

（
一
九
歳
未
満
の
職
業
教
育
訓
練

に
関
す
る
予
算
配
分
を
所
管
）
の
二
組
織
が

引
き
継
ぐ
。
一
方
、
地
域
レ
ベ
ル
の
政
策
企

画
・
運
営
は
、
こ
れ
ま
で
Ｌ
Ｓ
Ｃ
の
地
域
組

織
等
と
共
同
で
あ
た
っ
て
き
た
地
域
開
発
公

社
（R

egional D
evelopm

ent A
gency

）

が
主
導
し
、
地
方
レ
ベ
ル
の
政
策
運
営
は
、

地
域
内
の
複
数
の
地
方
自
治
体
の
集
合
体
が
、

準
地
域
（sub regional

）
グ
ル
ー
プ
と
し

て
共
同
で
進
め
る
体
制
と
な
る
。

ド
イ
ツ
の
公
共
職
業
教
育
訓
練

　
　
　

―
―

デ
ュ
ア
ル
・
シ
ス
テ
ム
を
中
心
に

　

ド
イ
ツ
の
職
業
教
育
訓
練
は
、
職
業
学
校

で
理
論
を
学
び
企
業
で
実
践
を
学
ぶ
二
元
的

制
度
「
デ
ュ
ア
ル
・
シ
ス
テ
ム
」
に
特
徴
が

あ
げ
ら
れ
る
。
そ
の
特
質
は
労
働
組
合
、
企

業
、
政
府
の
緊
密
な
連
携
に
あ
り
、
現
在
に

い
た
る
ま
で
、
改
善
・
改
革
は
労
使
政
に
よ

る
社
会
的
議
論
や
共
同
決
定
に
基
づ
い
て
行

わ
れ
て
き
た
。
ま
た
、
職
業
教
育
訓
練
の
内

容
に
つ
い
て
も
労
働
者
お
よ
び
使
用
者
の
意

見
か
ら
受
け
る
影
響
が
大
き
い
。「
デ
ュ
ア

ル
・
シ
ス
テ
ム
」
が
ド
イ
ツ
に
お
い
て
実
施

さ
れ
て
き
た
背
景
に
は
、
個
々
の
セ
ク
タ
ー

が
機
関
の
利
害
に
関
わ
ら
ず
、
こ
れ
を
超
え

て
全
体
的
利
益
の
享
受
と
い
う
観
点
か
ら
相

互
の
協
力
体
制
を
構
築
し
、
職
業
教
育
訓
練

が
展
開
さ
れ
て
き
た
と
い
う
と
こ
ろ
に
ポ
イ

ン
ト
が
あ
る
よ
う
だ
。

１
．
基
本
的
な
制
度
の
枠
組
み

　

ド
イ
ツ
の
公
共
職
業
教
育
訓
練
の
法
的
枠

組
み
を
規
定
す
る
「
職
業
教
育
訓
練
法
（
Ｂ

Ｂ
ｉ
Ｇ
）」
は
職
業
教
育
訓
練
の
種
類
を
「
養

成
教
育
訓
練
、向
上
教
育
訓
練
、再
教
育
（
職

業
転
換
）
訓
練
」
と
定
義
し
て
い
る
。
養
成

教
育
訓
練
と
は
、
若
年
者
を
対
象
に
行
わ
れ

る
企
業
で
の
職
場
実
習
と
職
業
学
校
に
お
け

る
理
論
教
育
を
平
行
し
て
行
う
一
定
の
職
業

資
格
の
取
得
を
目
的
と
し
た
初
期
訓
練
で
あ

り
、
デ
ュ
ア
ル
・
シ
ス
テ
ム
が
こ
れ
に
当
た

る
。向
上
教
育
訓
練
は
職
業
経
験
者
の
知
識
・

技
能
・
技
術
の
向
上
を
図
る
た
め
に
行
う
訓

練
で
、
こ
れ
は
マ
イ
ス
タ
ー
制
度
な
ど
専
門

技
能
資
格
制
度
と
も
リ
ン
ク
す
る
。
再
教
育

訓
練
は
現
在
の
職
種
で
は
就
職
が
難
し
い
た

め
、
他
の
職
種
に
就
職
（
転
換
）
す
る
た
め

に
必
要
な
職
業
能
力
を
身
に
つ
け
る
訓
練
と

位
置
づ
け
ら
れ
、
失
業
者
お
よ
び
経
済
的
弱

者
が
主
な
対
象
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
社
会

法
典
第
Ⅲ
編
に
よ
る
労
働
市
場
改
革
に
よ
り
、

向
上
教
育
訓
練
と
再
教
育
訓
練
は
「
継
続
教

育
訓
練
」
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
労
働
市

場
政
策
と
連
携
し
て
展
開
さ
れ
て
い
る
。

　

職
業
教
育
訓
練
の
実
施
主
体
に
つ
い
て
み

る
と
、
養
成
教
育
訓
練
の
主
管
省
庁
は
連
邦

政
府
（
連
邦
教
育
研
究
省
：
Ｂ
Ｍ
Ｂ
Ｆ
）
と

州
政
府
、
継
続
教
育
訓
練
の
主
管
は
連
邦
政

府
（
連
邦
労
働
社
会
省
：
Ｂ
Ｍ
Ａ
Ｓ
）
と
州

政
府
と
な
っ
て
い
る
。
一
方
、
管
理
運
営
主

体
は
養
成
教
育
訓
練
が
会
議
所
と
州
政
府
で

あ
り
、
継
続
教
育
訓
練
は
連
邦
雇
用
エ
ー

ジ
ェ
ン
シ
ー（
Ｂ
Ａ
：
旧
雇
用
連
邦
庁
）（
注
）

で
あ
る
。
主
な
訓
練
実
施
機
関
と
し
て
は
、

養
成
教
育
訓
練
は
企
業
と
職
業
学
校
が
、
継

続
教
育
訓
練
は
職
業
専
門
学
校
、
専
門
学
校
、

大
学
と
い
っ
た
公
的
教
育
機
関
と
会
議
所
、

企
業
、
労
働
組
合
、
民
間
訓
練
機
関
が
混
在

し
て
担
っ
て
い
る
。
な
お
、
学
校
教
育
は
す

べ
て
州
政
府
の
所
管
で
あ
る
。

２
．
訓
練
企
画
の
策
定

　

国
家
に
お
け
る
職
業
教
育
訓
練
全
体
の
方

針
策
定
お
よ
び
基
本
的
な
制
度
設
計
を
行
う

の
は
連
邦
政
府
（
連
邦
教
育
研
究
省
：
Ｂ
Ｍ

Ｂ
Ｆ
）
で
あ
る
が
、
具
体
的
な
企
画
の
立
案
、

関
連
規
程
の
整
備
、
訓
練
実
施
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
策
定
に
関
し
て
は
、
連
邦
職
業
教
育
訓
練

研
究
機
構
（
Ｂ
Ｉ
Ｂ
Ｂ
）
が
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
い
る
。
こ
の
組
織
は
職
業
教
育
訓
練

促
進
法
（
一
九
八
一
）
に
基
づ
い
て
設
立
さ

れ
た
機
関
で
あ
り
、
職
業
教
育
訓
練
に
関
わ

る
す
べ
て
の
事
項
に
つ
い
て
政
府
に
助
言
を

行
え
る
立
場
に
あ
る
。
同
機
構
は
組
織
体
の

形
態
と
し
て
は
独
立
の
研
究
機
関
と
な
っ
て

い
る
が
、
そ
の
運
営
に
あ
た
っ
て
は
労
使
が

深
く
関
与
す
る
。
例
え
ば
国
家
レ
ベ
ル
の
職

業
教
育
訓
練
規
程
の
企
画
に
関
し
て
は
、
労

使
に
よ
っ
て
任
命
さ
れ
る
教
育
訓
練
の
専
門

家
が
規
程
の
草
案
作
成
に
携
わ
る
。
ま
た
、

連
邦
職
業
教
育
訓
練
研
究
機
構
に
よ
っ
て
組

織
さ
れ
る
国
家
レ
ベ
ル
の
「
中
央
職
業
教
育

訓
練
委
員
会
」、
州
レ
ベ
ル
の
「
州
職
業
教

育
訓
練
委
員
会
」
に
は
そ
れ
ぞ
れ
連
邦
政
府
、

州
政
府
の
ほ
か
労
使
お
よ
び
教
育
訓
練
実
務

専
門
家
が
対
等
な
立
場
で
参
加
し
、
重
要
な

検
討
事
項
を
協
議
す
る
。
な
お
、
同
機
構
は

政
府
が
実
施
す
る
公
共
職
業
教
育
訓
練
施
策

に
対
す
る
評
価
も
行
っ
て
い
る
。

３
．
若
年
者
の
養
成
教
育
訓
練

　

ド
イ
ツ
の
若
年
者
（
義
務
教
育
修
了
者
）

を
対
象
と
し
た
初
期
養
成
訓
練
は
「
デ
ュ
ア

ル
・
シ
ス
テ
ム
」
と
「
全
日
制
職
業
学
校
訓
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練
」
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
。
デ
ュ
ア
ル
・
シ

ス
テ
ム
に
は
、
①
訓
練
の
場
が
職
業
学
校
と

企
業
で
あ
る
こ
と
②
職
業
学
校
で
は
理
論
を

学
び
企
業
で
は
実
践
を
学
ぶ
こ
と
③
職
業
学

校
は
州
の
主
管
で
あ
り
企
業
で
の
職
場
実
習

は
連
邦
政
府
（
連
邦
教
育
研
究
省
）
の
主
管

で
あ
る
こ
と
、
と
い
う
三
つ
の
二
元
性
が
含

ま
れ
て
い
る
。
週
の
う
ち
一
〜
二
日
（
全
訓

練
時
間
の
約
三
割
）
は
職
業
学
校
で
職
業
に

係
る
理
論
教
育
が
、
残
り
の
三
〜
四
日
（
全

訓
練
時
間
の
約
七
割
）
は
企
業
で
職
場
実
習

が
そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ
る
。
デ
ュ
ア
ル
・
シ
ス

テ
ム
の
訓
練
生
は
職
業
学
校
の
生
徒
で
あ
る

と
同
時
に
、
企
業
と
職
業
訓
練
契
約
を
結
ぶ

の
で
、
訓
練
生
手
当
が
支
給
さ
れ
る
ほ
か
社

会
保
障
制
度
の
対
象
に
も
な
る
と
い
う
二
重

の
身
分
を
も
つ
。
デ
ュ
ア
ル
・
シ
ス
テ
ム
は

主
に
基
幹
学
校
修
了
者
を
対
象
と
し
て
実
施

さ
れ
、
幅
広
い
職
業
に
関
す
る
基
礎
知
識
と
、

特
定
の
職
業
に
必
要
な
専
門
能
力
を
身
に
つ

け
、
即
戦
力
と
な
る
熟
練
労
働
者
を
養
成
す

る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
職
業
訓
練
が
行
わ

れ
る
公
認
訓
練
職
種
は
約
三
五
〇
職
種
。
訓

練
期
間
は
職
種
に
よ
っ
て
二
年
（
販
売
な
ど

の
事
務
系
職
種
）
〜
三
年
半
（
電
気
・
電
子

及
び
機
械
系
職
種
）
で
あ
り
、
訓
練
修
了
後

に
試
験
が
実
施
さ
れ
、
試
験
に
合
格
す
る
と

訓
練
職
種
に
関
す
る
公
的
な
職
業
資
格
が
付

与
さ
れ
る
。

　

ま
た
、
全
日
制
職
業
学
校
で
は
、
デ
ュ
ア

ル
・
シ
ス
テ
ム
に
組
み
込
む
こ
と
が
難
し
い

保
険
衛
生
、
医
療
福
祉
関
連
（
介
護
、
育
児
、

看
護
、
助
産
婦
、
医
学
療
法
な
ど
）
の
職
種

を
対
象
と
し
て
訓
練
が
実
施
さ
れ
る
。
義
務

教
育
を
終
え
た
若
年
者
が
こ
れ
ら
の
職
業
教

育
訓
練
コ
ー
ス
に
進
む
割
合
は
、デ
ュ
ア
ル
・

シ
ス
テ
ム
が
約
五
五
％
、
全
日
制
職
業
学
校

が
約
一
〇
％
、
残
り
の
三
五
％
が
普
通
教
育

に
お
い
て
大
学
を
目
指
す
コ
ー
ス
を
選
択
し

て
い
る
。

３
．
継
続
教
育
訓
練

　

継
続
教
育
訓
練
は「
継
続
職
業
教
育
訓
練
」

と
「
非
継
続
職
業
教
育
訓
練
（
成
人
教
育
訓

練
）」
に
大
別
さ
れ
、
在
職
者
、
失
業
者
及

び
経
済
的
弱
者
対
象
の
職
業
教
育
訓
練
政
策

（
向
上
教
育
訓
練
、
再
教
育
訓
練
）
は
前
者

の
継
続
職
業
教
育
訓
練
に
位
置
す
る
。

（
１
）
向
上
教
育
訓
練

　

向
上
教
育
訓
練
に
は
、
①
能
力
、
知
識
、

技
能
の
維
持
・
向
上
、
あ
る
い
は
市
場
、
技

術
の
変
化
へ
の
対
応
を
目
的
と
す
る
「
適
応

向
上
教
育
訓
練
」
と
、
②
企
業
内
外
で
の
ス

テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
を
目
指
す
「
昇
進
向
上
教
育

訓
練
」
が
あ
る
。「
昇
進
向
上
教
育
訓
練
」
は
、

熟
練
工
を
養
成
す
る
わ
が
国
で
も
よ
く
知
ら

れ
た
「
マ
イ
ス
タ
ー
制
度
」
が
中
心
。
訓
練

修
了
後
に
マ
イ
ス
タ
ー
、
テ
ク
ニ
カ
ー
、
各

職
業
に
お
け
る
専
門
士
と
い
っ
た
公
的
資
格

の
取
得
や
商
学
士
な
ど
の
学
位
取
得
を
伴
う

修
了
試
験
が
行
わ
れ
る
の
が
特
徴
で
、
現
在

約
二
〇
〇
の
資
格
が
あ
り
、
そ
の
内
約
一
七

〇
が
「
マ
イ
ス
タ
ー
」
資
格
で
あ
る
。
一
方
、

適
応
向
上
教
育
訓
練
は
三
日
以
内
の
コ
ー
ス

を
中
心
と
す
る
短
期
間
の
コ
ー
ス
が
ほ
と
ん

ど
で
あ
る
。

　

中
世
以
来
の
伝
統
を
持
ち
、
ド
イ
ツ
の
産

業
発
展
を
支
え
て
き
た
こ
の
マ
イ
ス
タ
ー
制

度
で
あ
る
が
、
最
近
の
経
済
を
と
り
ま
く
環

境
変
化
に
よ
り
転
機
を
迎
え
て
い
る
と
言
わ

れ
る
。
厳
格
な
資
格
取
得
を
義
務
付
け
る
現

行
の
制
度
は
、
個
人
が
起
業
す
る
際
の
足
枷

に
な
る
恐
れ
が
あ
り
、
大
量
の
失
業
者
を
抱

え
る
ド
イ
ツ
の
労
働
市
場
に
お
い
て
は
時
代

の
要
請
に
沿
っ
た
柔
軟
な
制
度
に
す
べ
き
と

の
声
が
あ
る
。
こ
れ
に
は
一
部
の
職
種
を
資

格
か
ら
外
す
等
の
対
応
が
考
え
ら
れ
る
が
、

徒
に
規
制
を
緩
和
す
る
こ
と
は
、
逆
に
人
材

の
質
や
技
術
の
低
下
を
招
く
恐
れ
も
あ
り
、

国
際
競
争
力
の
維
持
と
い
う
観
点
か
ら
は
慎

重
な
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

（
２
）
失
業
者
及
び
経
済
的
弱
者
対
象
の

職
業
訓
練
（
再
教
育
訓
練
）

　

再
教
育
訓
練
は
「
失
業
の
恐
れ
の
あ
る
者
、

長
期
失
業
者
、
低
資
格
労
働
者
を
労
働
市
場

に
結
び
つ
け
る
」
た
め
の
職
業
教
育
訓
練
で

あ
る
。
再
教
育
訓
練
は
社
会
法
典
第
Ⅲ
編
に

基
づ
き
連
邦
雇
用
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
に
よ
っ

て
管
理
運
営
さ
れ
る
。
連
邦
雇
用
エ
ー
ジ
ェ

ン
シ
ー
が
支
援
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
、
継

続
職
業
教
育
訓
練
の
支
援
と
労
働
市
場
政
策

に
よ
る
特
別
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
あ
る
。
前
者
の

通
常
の
継
続
職
業
訓
練
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、

主
に
全
日
制
の
継
続
職
業
教
育
訓
練
コ
ー
ス

の
受
講
料
、
宿
泊
費
用
及
び
参
加
者
の
手
取

り
賃
金
の
六
〇
〜
六
七
％
（
少
な
く
と
も
一

人
、
あ
る
い
は
扶
養
義
務
の
あ
る
子
供
が
い

る
場
合
は
六
七
％
、
そ
れ
以
外
は
六
〇
％
）

に
相
当
に
す
る
生
計
手
当
を
支
援
す
る
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
あ
る
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
対
象

者
は
失
業
者
お
よ
び
失
業
の
恐
れ
に
あ
る
者

で
公
共
職
業
安
定
所
で
の
認
定
を
受
け
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

　

ま
た
労
働
市
場
政
策
に
伴
う
近
年
の
特
別

プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
、「
Ｊ
ｏ
ｂ―

Ａ
Ｑ
Ｔ
Ｉ

Ｖ
法
（
労
働
市
場
改
革
の
た
め
の
法
律
）」

に
基
づ
い
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
「
労
働
市
場
近

代
化
の
た
め
の
法
律
（
通
称
ハ
ル
ツ
法
）」

に
基
づ
く
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
あ
る
。「
Ｊ
ｏ
ｂ

―

Ａ
Ｑ
Ｔ
Ｉ
Ｖ
法
」
に
基
づ
い
た
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
は
、
厳
し
い
雇
用
失
業
情
勢
に
対
応
す

る
た
め
、「
ジ
ョ
ブ
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
」と「
未

熟
練
従
業
員
等
の
訓
練
の
た
め
の
賃
金
助

成
」
が
主
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
実
施
さ
れ

て
い
る
。
ジ
ョ
ブ
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
従

業
員
を
職
業
教
育
訓
練
に
参
加
さ
せ
て
い
る

間
、
そ
の
仕
事
に
失
業
者
を
雇
用
し
た
企
業

に
賃
金
の
五
〇
％
か
ら
一
〇
〇
％
が
最
長
一

年
間
助
成
さ
れ
る
制
度
で
、も
う
一
つ
の「
未

熟
練
従
業
員
等
の
教
育
訓
練
の
た
め
の
賃
金

助
成
」
は
、
企
業
が
無
資
格
者
の
従
業
員
ま

た
は
未
熟
練
従
業
員
を
職
業
継
続
教
育
訓
練

へ
参
加
さ
せ
る
場
合
に
、
賃
金
の
全
部
ま
た

は
一
部
を
助
成
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。

　

一
方
、「
労
働
市
場
近
代
化
の
た
め
の
法

律
」
に
基
づ
く
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
「
職
業
訓

練
ク
ー
ポ
ン
券
制
度
」
が
あ
る
。
こ
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
は
再
教
育
訓
練
な
ど
の
継
続
職
業
教

育
訓
練
が
必
要
な
者
に
対
し
て
、
公
共
職
業

安
定
所
か
ら
職
業
訓
練
ク
ー
ポ
ン
券
（
ク
ー

ポ
ン
券
に
は
訓
練
目
的
、
訓
練
内
容
、
訓
練

期
間
と
ク
ー
ポ
ン
の
有
効
期
間
が
記
載
）
が

支
給
さ
れ
、
参
加
者
は
有
効
期
間
内
に
認
定

さ
れ
た
訓
練
機
関
の
認
定
さ
れ
た
講
座
の
中

か
ら
自
分
の
訓
練
目
的
に
合
っ
た
も
の
を
選

ん
で
受
講
で
き
る
と
い
う
仕
組
み
だ
。

４
．
職
業
教
育
訓
練
制
度
改
革
の

方
向
性

　

ド
イ
ツ
に
お
け
る
中
長
期
的
主
要
な
課
題

の
一
つ
に
人
口
動
態
の
変
化
が
あ
げ
ら
れ
る
。

こ
れ
は
他
の
欧
州
諸
国
に
比
べ
ド
イ
ツ
に

と
っ
て
は
よ
り
深
刻
な
問
題
で
あ
る
。
こ
う

し
た
背
景
に
対
し
、
政
府
は
職
業
教
育
訓
練

を
将
来
の
経
済
的
・
社
会
的
発
展
の
鍵
と
し

て
、
高
度
な
資
格
取
得
を
最
良
の
失
業
防
止

策
と
捉
え
て
い
る
。

　

ま
た
過
去
一
〇
年
来
、
Ｅ
Ｕ
の
教
育
訓
練

政
策
を
め
ぐ
る
議
論
の
中
心
的
テ
ー
マ
に

「
生
涯
教
育
の
枠
組
み
お
よ
び
文
化
の
創
出
」

と
い
う
テ
ー
マ
が
あ
る
。
こ
れ
は
Ｅ
Ｕ
全
体

で
取
り
組
ん
で
い
る
も
の
だ
が
、
ド
イ
ツ
に
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お
い
て
も
厳
し
い
経
済
環
境
の
中
、
初
期
に

お
い
て
労
働
者
が
取
得
し
た
資
格
だ
け
で
経

済
社
会
に
お
け
る
新
た
な
課
題
に
対
応
す
る

の
は
困
難
に
な
っ
て
き
て
お
り
、
継
続
的
な

生
涯
教
育
の
重
要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
。
人

口
動
態
の
変
化
に
起
因
す
る
ド
イ
ツ
の
労
働

人
口
の
減
少
と
継
続
教
育
の
減
退
が
相
互
に

増
幅
し
合
う
傾
向
に
あ
る
こ
と
も
最
近
の
研

究
か
ら
わ
か
っ
て
き
て
い
る
。
特
に
、
低
水

準
の
資
格
し
か
持
た
な
い
人
々
は
、
継
続
教

育
を
受
け
る
機
会
の
活
用
度
も
低
い
。

　

以
上
の
点
を
踏
ま
え
、
職
業
教
育
訓
練
制

度
の
改
革
を
加
速
さ
せ
る
べ
く
、
連
邦
政
府

は
二
〇
〇
八
年
一
月
、「
資
格
認
定
イ
ニ
シ
ア

チ
ブ
」
を
立
ち
上
げ
た
。
こ
れ
は
、
早
期
の

児
童
教
育
か
ら
継
続
教
育
及
び
職
場
で
の
訓

練
に
至
る
生
涯
教
育
の
推
進
及
び
支
援
を
目

指
す
活
動
を
包
括
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の

施
策
の
創
設
に
先
駆
け
て
、
連
邦
政
府
は
二

〇
〇
六
年
春
、二
つ
の
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス「
職

業
教
育
訓
練
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー
ク
ル

（
Ｉ
Ｋ
Ｂ
Ｂ
）」と「
継
続
教
育
訓
練
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
サ
ー
ク
ル
（
Ｉ
Ｋ
Ｗ
Ｂ
）」
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
た
。
二
〇
〇
七
年
七
月
、
Ｉ
Ｋ
Ｂ
Ｂ

は
「
職
業
教
育
改
革
に
関
す
る
一
〇
項
目
の

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
定
め
、
そ
の
大
部
分
が

資
格
認
定
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
に
盛
り
込
ま
れ
る

こ
と
と
な
っ
た
。
同
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
ド

イ
ツ
の
職
業
訓
練
が
国
際
的
に
高
く
評
価
さ

れ
て
い
る
の
は
、
デ
ュ
ア
ル
・
シ
ス
テ
ム
に

基
づ
く
職
業
教
育
訓
練
が
ド
イ
ツ
の
競
争
力

お
よ
び
革
新
力
に
重
要
な
貢
献
を
果
た
し
て

き
た
か
ら
と
理
由
づ
け
て
お
り
、
今
後
は
職

業
教
育
訓
練
施
策
を
通
じ
て
、
職
業
訓
練
か

ら
雇
用
へ
の
よ
り
高
い
移
行
を
実
現
す
る
と

同
時
に
、
経
済
ニ
ー
ズ
に
見
合
っ
た
資
格
を

持
つ
熟
練
労
働
者
を
確
保
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
と
し
て
い
る
。

〔
注
〕

連
邦
雇
用
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
（
Ｂ
Ａ
）
は
旧
連
邦
雇
用
庁

が
二
〇
〇
四
年
一
月
社
会
法
典
第
Ⅲ
編
（
ハ
ル
ツ
法
第

Ⅲ
法
）
に
よ
り
改
組
さ
れ
て
で
き
た
組
織
。

フ
ラ
ン
ス
の
公
共
職
業
教
育
訓
練

　
　
　
　

―
―

サ
ル
コ
ジ
政
権
下
で
制
度
改
革

１
．
職
業
訓
練
政
策
の
変
遷

　
「
す
べ
て
の
人
に
職
業
訓
練
の
機
会
を
提

供
す
る
」
こ
と
を
柱
の
ひ
と
つ
と
し
て
進
め

ら
れ
て
き
た
フ
ラ
ン
ス
の
職
業
訓
練
政
策
は
、

学
校
教
育
及
び
見
習
制
度
（
一
六
〜
二
五
歳

を
対
象
に
就
労
と
教
育
を
交
互
に
行
う
）
に

よ
る
「
初
期
職
業
訓
練
」
と
、
す
べ
て
の
就

労
者
（
被
用
者
、
非
被
用
者
）、
求
職
者
、

失
業
者
、
就
職
困
難
者
を
対
象
と
す
る
「
生

涯
（
継
続
的
）
職
業
訓
練
」
の
二
つ
に
大
別

さ
れ
る
。
前
者
は
国
民
教
育
省
が
、
後
者
は

経
済
産
業
雇
用
省
が
管
轄
し
て
い
る
。

　

古
く
か
ら
公
的
な
教
育
制
度
の
枠
内
で
の

教
育
機
関
だ
け
で
な
く
、
教
会
や
労
組
が
主

体
と
な
っ
た
民
間
レ
ベ
ル
で
の
職
業
訓
練
も

実
施
さ
れ
て
き
た
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
第
二
次

世
界
大
戦
後
の
経
済
発
展
の
中
で
、
使
用
者
、

労
働
者
双
方
か
ら
新
た
な
技
能
・
技
術
の
取

得
を
目
的
と
す
る
職
業
訓
練
の
ニ
ー
ズ
が
高

ま
り
を
み
せ
た
。
政
府
は
、
学
校
教
育
が
不

十
分
で
あ
っ
た
勤
労
者
を
対
象
に
「
教
育
の

機
会
均
等
化
策
」
と
し
て
、勤
務
時
間
外
（
主

に
夜
間
及
び
土
曜
日
）
に
職
業
訓
練
を
実
施

す
る
と
い
う
訓
練
政
策
を
と
っ
た
が
、
勤
労

者
に
と
っ
て
勤
務
時
間
外
の
訓
練
を
継
続
的

に
受
講
し
資
格
を
取
得
す
る
こ
と
は
非
常
に

条
件
が
厳
し
く
、
政
府
の
意
図
に
反
し
て
あ

ま
り
普
及
し
な
か
っ
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
労
組
側
は
勤
務
時
間
内
に

職
業
訓
練
を
受
け
る
権
利
を
要
求
し
、
全
国

レ
ベ
ル
で
の
労
使
間
交
渉
に
よ
り
、
一
九
七

〇
年
七
月
九
日
、
被
用
者
の
職
業
教
育
に
関

す
る
複
数
産
業
間
協
定(A

ccord national 
interprofessionnel)

が
締
結
さ
れ
た
。
在

職
者
が
勤
務
時
間
内
に
職
業
訓
練
を
受
け
る

権
利
を
認
め
た
同
協
定
に
基
づ
き
、
翌
七
一

年
に
は
「
生
涯
教
育
の
一
部
と
し
て
の
継
続

訓
練
の
組
織
に
関
す
る
法
律
第
七
一-

七
五

五
号
」
が
制
定
さ
れ
、
同
権
利
が

「
教
育
訓
練
休
暇
制
度
」
と
し
て

法
制
化
さ
れ
た
。
同
法
で
は
、
従

業
員
の
職
業
訓
練
資
金
と
し
て
企

業
が
税
金
を
支
払
う
「
職
業
訓
練

負
担
金
制
度
」
の
導
入
、
労
使
間

に
お
け
る
負
担
金
の
徴
収
を
専
門

と
す
る
基
金
「
労
使
同
数
職
業
訓

練
費
徴
収
機
関
（
Ｏ
Ｐ
Ｃ
Ａ
）」

の
創
設
が
定
め
ら
れ
、
在
職
者
を

対
象
と
し
た
職
業
訓
練
の
管
理
主

体
が
労
使
で
あ
る
こ
と
が
明
確
と

な
っ
た
。

　

以
降
、
義
務
教
育
レ
ベ
ル
以
上
の
学
校
を

卒
業
、
就
職
し
、
退
職
す
る
ま
で
の
全
職
業

期
間
（
失
業
お
よ
び
求
職
活
動
中
も
含
む
）

に
労
働
者
が
受
け
る
職
業
訓
練
全
て
を
対
象

と
し
た
政
策
が
推
進
さ
れ
る
中
、
職
業
訓
練

に
関
わ
る
「
関
係
者
」
と
し
て
、
国
、
地
方

公
共
団
体
、
公
的
・
私
的
企
業
、
職
業
団
体
、

労
働
組
合
等
が
、
独
自
に
あ
る
い
は
連
携
し

な
が
ら
、
独
自
職
業
訓
練
制
度
を
発
展
さ
せ

て
い
く
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
が
明

確
化
さ
れ
て
い
っ
た
。

　

現
在
、
国
は
、
制
度
全
体
の
基
本
的
枠
組

み
の
決
定
及
び
法
制
化
と
失
業
（
求
職
）
者

や
社
会･

経
済
的
弱
者
を
対
象
と
し
た
職
業

訓
練
の
、
地
域
圏
は
、
若
年
者
を
対
象
と
し

た
職
業
訓
練
の
、
労
使
は
、
在
職
者
を
対
象

と
し
た
職
業
訓
練
の
管
理
主
体
と
し
て
の
役

割
を
そ
れ
ぞ
れ
担
っ
て
い
る
。

２
．
近
年
の
制
度
改
革

（
１
）
全
生
涯
に
わ
た
る
職
業
訓
練
と
労

使
対
話
に
関
す
る
法
律

　

フ
ラ
ン
ス
で
は
、
一
九
七
〇
年
の
複
数
産

業
間
協
定
を
基
本
原
則
と
し
て
、
在
職
者
が

勤
務
時
間
内
に
職
業
訓
練
を
受
け
る
権
利
が
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法
律
で
定
め
ら
れ
て
い
る
が
、
年
齢
層
、
企

業
規
模
に
よ
る
職
業
教
育
機
会
の
不
均
衡
や
、

細
分
化
さ
れ
複
雑
で
分
か
り
難
い
制
度
の
あ

り
方
な
ど
が
問
題
と
な
っ
て
い
た
。

　

こ
う
し
た
な
か
、
企
業
の
被
用
者
や
公
務

員
等
の
職
業
訓
練
制
度
に
つ
い
て
団
体
交
渉

を
行
っ
た
労
使
八
団
体
は
、
二
〇
〇
三
年
一

二
月
五
日
、「
被
用
者
の
職
業
人
生
に
わ
た
る

訓
練
機
会
」
に
関
す
る
複
数
産
業
間
協
定
に

署
名
し
た
。
こ
の
協
定
は
、
労
働
法
典
題
九

章「
生
涯
に
わ
た
る
職
業
訓
練
に
つ
い
て（la 

form
atison professionnnele continue 

dans le cadre de la form
ation 

professionnelle tout au long de la 
vie

）」
で
保
障
さ
れ
て
い
る
「
労
働
者
の
職

業
訓
練
の
権
利
」
を
強
化
す
る
も
の
で
、
幅

広
い
年
齢
層
に
対
す
る
職
業
訓
練
機
会
の
拡

大
を
目
的
と
し
て
、
被
用
者
が
自
ら
の
意
思

で
職
業
訓
練
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
「
職

業
訓
練
へ
の
個
人
の
権
利
（
Ｄ
Ｉ
Ｆ
：

droit individuel a la form
ation

）」
な
ど

新
た
な
規
定
が
盛
り
込
ま
れ
た
。

　

政
府
は
、
同
協
定
を
基
に
職
業
訓
練
制
度

改
革
に
関
す
る
法
案
を
作
成
し
、
二
〇
〇
四

年
五
月
四
日
、「
全
生
涯
に
わ
た
る
職
業
訓
練

と
労
使
対
話
に
関
す
る
法
律
第
二
〇
〇
四
‐

三
九
一
号
」
が
成
立
し
た
。

（
２
）
サ
ル
コ
ジ
政
権
下
で
の
制
度
改
革

　

職
業
訓
練
制
度
を
「
く
た
び
れ
た
制
度
」

と
し
て
痛
烈
に
批
判
し
て
き
た
サ
ル
コ
ジ
大

統
領
は
、
現
行
制
度
は
資
金
の
流
れ
が
不
透

明
で
、
訓
練
へ
の
ア
ク
セ
ス
も
不
平
等
な
た

め
に
、
最
も
訓
練
を
必
要
と
す
る
者
が
そ
の

恩
恵
を
受
け
ら
れ
な
い
で
い
る
と
指
摘
、
二

〇
〇
八
年
末
ま
で
に
改
革
案
を
発
表
す
る
と

主
張
し
て
き
た
。
こ
う
し
た
批
判
や
指
摘
を

労
使
側
は
認
め
つ
つ
も
、
二
〇
〇
三
年
の
労

使
協
定
に
よ
っ
て
、
被
用
者
主
導
の
職
業
訓

練
を
目
的
と
し
た
「
職
業
訓
練
へ
の
個
人
の

権
利
（
Ｄ
Ｉ
Ｆ
）」
を
確
立
す
る
な
ど
、
企

業
に
お
け
る
職
業
訓
練
は
大
き
く
発
展
し
た

と
反
論
し
て
き
た
。

　

政
府
か
ら
、
職
業
訓
練
制
度
の
実
態
に
関

す
る
調
査
の
指
示
を
受
け
た
国
、
地
域
圏
、

労
使
の
代
表
ら
に
よ
る
作
業
グ
ル
ー
プ
は
、

二
〇
〇
八
年
七
月
一
〇
日
、「
現
在
の
職
業
訓

練
制
度
で
は
、
訓
練
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
不
平

等
で
、
失
業
者
や
低
資
格
被
用
者
、
そ
し
て

高
齢
者
が
不
利
な
扱
い
を
受
け
て
お
り
、
さ

ら
に
財
政
面
で
も
非
常
に
厳
し
い
状
況
に
あ

る
」
と
す
る
報
告
書
を
経
済
産
業
雇
用
大
臣

及
び
雇
用
担
当
閣
外
大
臣
に
提
出
し
た
。

　

こ
の
報
告
を
受
け
て
政
府
は
、
四
つ
の
改

革
軸
（
優
先
課
題
）
か
ら
な
る
改
革
方
針
文

書
を
労
使
に
示
し
、
制
度
改
革
に
つ
い
て
の

労
使
交
渉
の
実
施
を
求
め
た
。
四
つ
の
改
革

軸
と
は
、
①
職
業
訓
練
と
雇
用
の
関
係
を
強

化
す
る
②
職
業
上
も
っ
と
も
弱
い
立
場
に
あ

る
者
（
中
小
企
業
の
被
用
者
、
低
資
格
の
被

用
者
、
資
格
を
取
得
せ
ず
に
学
校
教
育
を
修

了
し
た
若
年
者
な
ど
）
を
対
象
の
中
心
に
据

え
て
、
職
業
訓
練
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
不
平
等

を
支
出
の
面
か
ら
も
見
直
す
③
よ
り
透
明
性

の
高
い
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
良
い
制
度
に

す
る
た
め
、
国
、
地
域
圏
、
そ
し
て
労
使
の

活
動
を
連
結
さ
せ
る
④
個
人
へ
の
情
報
提
供
、

職
業
指
導
・
支
援
の
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、

職
業
訓
練
休
暇
や
職
業
訓
練
へ
の
個
人
の
権

利
を
高
め
る―

―

で
あ
る
。

　

年
内
に
も
改
革
案
を
発
表
し
た
い
政
府
の

圧
力
を
受
け
て
交
渉
を
開
始
し
た
か
た
ち
と

な
っ
た
労
使
は
、
交
渉
を
重
ね
て
、
翌
二
〇

〇
九
年
一
月
七
日
、
二
五
時
間
に
も
及
ぶ
交

渉
の
末
、
よ
う
や
く
合
意
に
達
し
た
。
協
定

に
は
、
①
職
業
訓
練
計
画
（P

lan de 
form

ation

）
の
簡
素
化
②
低
資
格
者
、
失

業
者
向
け
訓
練
参
加
者
の
増
加
③
職
業
課
程

安
定
化
労
使
同
数
基
金
（
Ｆ
Ｐ
Ｓ
Ｐ
Ｐ
）
の

設
立
④
職
業
訓
練
に
関
す
る
権
利（
Ｄ
Ｉ
Ｆ
）

の
ポ
ー
タ
ビ
リ
テ
ィ
ー
性
の
確
保
⑤
働
き
な

が
ら
職
業
訓
練
を
受
け
、
特
定
の
職
種
に
就

く
た
め
に
必
要
な
ス
キ
ル
等
を
習
得
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
「
熟
練
化
契
約
（C

ontrat 
de professionnalisation

）」
の
促
進
⑥
学

業
再
開
制
度
（form

ation initiale diff érée

）

の
創
設―

―

な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
た
。

３
．
代
表
的
な
職
業
訓
練
制
度

（
１
）
若
年
者
向
け
の
職
業
訓
練 

■
見
習
訓
練
制
度

一
六
〜
二
五
歳
の
若
年
者
を
対
象
に
、
一

般
教
育
、
理
論
、
実
践
を
施
し
、
中
学
レ

ベ
ル
か
ら
大
学
レ
ベ
ル
に
至
る
各
種
職
業

資
格
を
取
得
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
す
る

雇
用
契
約
。
見
習
訓
練
生
は
企
業
で
「
有

期
職
員
」
と
し
て
働
き
な
が
ら
、
見
習
い

訓
練
セ
ン
タ
ー
（
Ｃ
Ｆ
Ａ)

で
座
学
を
受

講
す
る
。

（
２
）
在
職
者
向
け
の
職
業
訓
練

■
職
業
訓
練
計
画(plan de form

ation)

〈
企
業
主
導
〉

企
業
が
、
自
社
の
従
業
員
に
対
し
て
①
組

織
変
更
に
伴
う
就
労
部
署
へ
の
適
合
化
②

雇
用
動
向
の
変
化
へ
の
対
応
・
雇
用
維
持

③
能
力
開
発―

の
い
ず
れ
か
の
目
的
の
た

め
に
行
う
。 

■
個
別
訓
練
休
暇
（
Ｃ
Ｉ
Ｆ
：conge 

individuel de form
ation)

〈
被
用
者
主
導
〉

企
業
の
職
業
訓
練
計
画
と
は
別
に
、
被
用

者
が
自
発
的
に
職
業
訓
練
を
受
け
る
た
め

の
休
暇
。
被
用
者
個
人
が
訓
練
計
画
書
を

作
成
し
、
企
業
に
課
せ
ら
れ
た
Ｃ
Ｉ
Ｆ
負

担
金
の
徴
収
機
関
が
、
計
画
書
を
審
査
し
、

賃
金
（
従
前
賃
金
の
六
〇
〜
一
〇
〇
％
）

を
支
給
す
る
。
フ
ル
タ
イ
ム
研
修
で
一
年

以
内
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
研
修
で
一
二
〇
〇

時
間
以
内
の
休
暇
を
取
得
で
き
る
。
二
四

カ
月
以
上
の
就
業
経
験
が
必
要
。
訓
練
内

容
は
現
在
の
業
務
と
無
関
係
で
も
構
わ
な

い
。 

■
職
業
教
育
へ
の
個
人
の
権
利
（
Ｄ
Ｉ
Ｆ
：

droit individuel a la form
ation) 

〈
被
用
者
主
導
〉

①
被
用
者
は
、
使
用
者
と
の
合
意
に
基
づ

き
自
ら
の
意
思
で
年
間
二
〇
時
間
、
職
業

教
育
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
（
六
年
間

持
ち
越
し
可
能
で
計
一
二
〇
時
間
）。
使

用
者
側
の
合
意
が
得
ら
れ
な
い
場
合
は
、

被
用
者
は
従
来
か
ら
あ
る
「
個
人
職
業
訓

練
休
暇
制
度
（
Ｃ
Ｉ
Ｆ
）」
を
利
用
で
き
る
。

②
職
業
教
育
は
、
産
業
別
労
使
協
定
も
し

く
は
企
業
内
協
定
に
応
じ
、
勤
務
時
間
内

又
は
勤
務
時
間
外
に
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
。
③
勤
務
時
間
内
に
職
業
教
育
が
行
わ

れ
る
場
合
に
は
、
被
用
者
に
は
一
〇
〇
％

の
賃
金
が
、
勤
務
時
間
外
の
場
合
に
は
、

被
用
者
に
は
手
取
り
賃
金
の
五
〇
％
が
支

払
わ
れ
る
。
な
お
、
後
者
の
場
合
、
使
用

者
は
職
業
教
育
に
か
か
る
費
用
及
び
交
通

費
を
負
担
す
る
。

（
３
）
失
業
（
求
職
）
者
、
就
職
困
難
者

向
け
の
職
業
訓
練 

■
職
業
訓
練
と
雇
用
と
を
組
み
合
わ
せ
た
特

殊
雇
用
契
約

特
に
若
年
者
の
長
期
失
業
の
改
善
が
目
的
。

職
業
訓
練
は
強
制
の
も
の
と
任
意
の
も
の

と
が
あ
る
。
就
職
困
難
者
に
も
適
用
。
企

業
だ
け
で
な
く
、
国
、
地
方
自
治
体
、
非

営
利
団
体
が
雇
用
主
と
な
る
雇
用
契
約
も

あ
る
。 
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■
再
就
職
活
動
と
職
業
訓
練
、
失
業
保
険
給

付
支
給
の
一
体
化

公
共
職
業
安
定
所
（
Ａ
Ｎ
Ｐ
Ｅ
）（
１
）
に

求
職
者
登
録
を
し
た
場
合
、
就
職
活
動
の

指
針
と
な
る｢

個
別
就
職
計
画 

Ｐ
Ｐ
Ａ

Ｅ (P
rojet P

ersonnalisé d

‘A
ccès à 

l

’E
m
ploi)｣

が
作
成
さ
れ
る
。
Ｐ
Ｐ
Ａ

Ｅ
は
、
求
職
者
の
再
就
職
を
促
進
さ
せ
る

制
度
で
、
二
〇
〇
六
年
一
月
一
八
日
以
降

に
求
職
者
登
録
を
し
た
者
か
ら
適
用 (

二

〇
〇
一
年
七
月
一
日
に
施
行
さ
れ
た｢

雇

用
復
帰
支
援
計
画
（
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｅ
：P

lan 
d

‘A
ide au R

etour à l

’E
m
ploi)｣

及

び｢

個
別
行
動
計
画
（
Ｐ
Ａ
Ｐ
：P

rojet 
d

‘A
ction P

ersonnalisé)｣ 

に
代
替
す

る
も
の
）。
Ｐ
Ｐ
Ａ
Ｅ
に
は
、
求
職
者
の

能
力
を
精
査
し
た
上
で
、
本
人
の
希
望

(

勤
務
地
や
賃
金
、職
種
な
ど)

を
考
慮
し
、

再
就
職
に
相
応
し
い
業
界
や
職
種
、
雇
用

形
態
、
必
要
な
職
業
訓
練
な
ど
再
就
職
活

動
の
方
針
が
盛
り
こ
ま
れ
る
。
な
お
、
失

業
給
付
を
受
給
す
る
に
は
こ
の
Ｐ
Ｐ
Ａ
Ｅ

の
作
成
が
必
須
と
な
る
。

４
．
今
後
の
政
策
展
開

　

一
九
七
〇
年
初
頭
以
降
、
複
雑
化
、
細
分

化
し
な
が
ら
発
展
し
て
き
た
フ
ラ
ン
ス
の
職

業
訓
練
制
度
は
、
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
や

産
業
構
造
の
複
雑
化
な
ど
が
進
む
中
で
、
従

来
の
制
度
に
行
き
詰
ま
り
が
見
ら
れ
、
二
〇

〇
四
年
の
改
革
に
至
っ
た
。
し
か
し
、
改
革

後
も
職
業
訓
練
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
不
平
等
や

制
度
の
複
雑
性
に
改
善
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

　

職
業
訓
練
制
度
の
改
革
を
公
約
の
ひ
と
つ

と
し
て
き
た
サ
ル
コ
ジ
大
統
領
は
、
雇
用
・

職
業
訓
練
担
当
大
臣（
２
）
に
「
改
革
を
徹
底

的
に
実
施
す
る
」
よ
う
強
く
求
め
、
今
回
の

労
使
交
渉
、
そ
し
て
協
定
締
結
を
実
現
さ
せ

た
。
現
行
制
度
を
「
全
フ
ラ
ン
ス
人
が
、
人

生
の
い
か
な
る
時
点
で
も
、
ま
た
こ
れ
ま
で

仕
事
に
よ
っ
て
蓄
積
し
て
き
た
権
利
に
応
じ

て
、
資
格
取
得
や
転
職
な
ど
を
可
能
に
す
る

職
業
訓
練
制
度
」
に
改
革
す
る
た
め
に
、
①

職
業
訓
練
と
雇
用
の
関
係
を
強
化
す
る
②
制

度
を
簡
素
化
す
る
③
職
業
上
も
っ
と
も
弱
い

立
場
に
あ
る
者
（
中
小
企
業
の
被
用
者
、
低

資
格
の
被
用
者
、
資
格
を
取
得
せ
ず
に
学
校

教
育
を
修
了
し
た
若
年
者
な
ど
）
を
対
象
の

中
心
に
据
え
る
④
透
明
性
が
高
く
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
の
良
い
制
度
の
実
現
に
向
け
た
国
・

地
域
圏
・
労
使
の
活
動
の
連
結
を
強
化
す
る

―
―

と
い
う
の
が
サ
ル
コ
ジ
の
主
張
で
あ
る
。

　

労
使
代
表
は
、
今
回
の
労
使
合
意
を
「
低

資
格
の
賃
金
労
働
者
や
失
業
者
が
職
業
訓
練

に
ア
ク
セ
ス
し
や
す
く
す
る
も
の
」
と
評
価

し
て
い
る
が
、
三
五
ペ
ー
ジ
に
も
及
ぶ
協
定

内
容
は
複
雑
で
、
政
府
が
求
め
て
い
た
「
制

度
の
簡
素
化
」
か
ら
は
程
遠
い
。
ま
た
、
政

府
が
強
く
求
め
て
い
た
「
労
使
同
数
職
業
訓

練
費
徴
収
機
関
（
Ｏ
Ｐ
Ｃ
Ａ
）」
の
透
明
性

や
機
能
に
関
す
る
テ
ー
マ
に
つ
い
て
は
、
深

く
掘
り
下
げ
た
議
論
が
な
さ
れ
る
こ
と
な
く
、

新
た
な
基
金
（
Ｆ
Ｐ
Ｓ
Ｐ
Ｐ
）
の
設
立
と
い

う
形
で
の
回
答
と
な
っ
た
。

　

今
回
の
労
使
協
定
に
つ
い
て
、
雇
用
・
職

業
訓
練
担
当
大
臣
は
、
特
に
Ｏ
Ｐ
Ｃ
Ａ
の
問

題
を
念
頭
に
協
定
内
容
を
注
意
深
く
検
討
す

る
意
向
を
明
ら
か
に
し
た
う
え
で
、
法
制
化

の
準
備
を
進
め
る
た
め
、
関
係
者
間
の
最
終

的
な
交
渉
を
開
始
し
た
。
こ
の
交
渉
を
終
え

た
後
、
政
府
に
よ
る
法
案
作
成
、
国
会
審
議

を
経
て
、
正
式
に
制
度
改
革
に
関
す
る
法
律

が
成
立
す
る
。
な
お
、
労
使
協
定
の
う
ち
、

法
制
化
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、

労
働
協
約
に
落
と
し
込
む
と
い
う
形
で
労
使

は
対
応
す
る
。

　

今
回
の
調
査
で
は
、
職
業
訓
練
の
一
つ
の

サ
イ
ク
ル
（
計
画―

実
施―

評
価
）
に
関
す

る
Ｅ
Ｕ
レ
ベ
ル
の
枠
組
み
で
あ
る

「E
uropean Q

uality A
ssurance 

R
eference F

ram
ew
ork

（
Ｅ
Ｑ
Ａ
Ｒ
Ｆ
）」

（
３
）
が
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
及
び
欧
州
委
員
会
に

よ
っ
て
採
択
さ
れ
た（
二
〇
〇
八
年
一
二
月
）

こ
と
を
受
け
て
、
フ
ラ
ン
ス
国
内
で
も
、
職

業
訓
練
で
取
得
し
た
技
能
が
職
業
資
格
と
し

て
認
め
ら
れ
る
よ
う
な
一
貫
し
た
サ
イ
ク
ル

の
確
立
や
、
こ
れ
ま
で
問
題
視
さ
れ
て
こ
な

か
っ
た
職
業
訓
練
の
サ
ー
ビ
ス
（
実
際
の
教

育
訓
練
内
容
）
の
「
品
質
」
と
そ
の
向
上
に

関
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
を
求
め
る
声
が
あ
が
っ

て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
こ
う
し

た
声
が
制
度
改
革
へ
向
け
て
具
体
化
し
て
い

く
の
か
注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

〔
注
〕

１
．
二
〇
〇
八
年
二
月
一
三
日
の
「
公
的
雇
用
サ
ー
ビ
ス

の
組
織
の
改
革
に
関
す
る
法
律
」
に
よ
り
、
Ａ
Ｎ
Ｐ
Ｅ

は
失
業
保
険
制
度
の
運
営
機
関
で
あ
る
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｉ
Ｃ

と
統
合
し
、現
在
の
名
称
は「P

ole em
ploi

（
雇
用
局
）」

で
あ
る
。

２
．
一
九
九
八
年
三
月
に
「
職
業
訓
練
担
当
相
」
の
ポ
ス

ト
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。

３
．
Ｅ
Ｑ
Ａ
Ｒ
Ｆ
は
、
職
業
教
育
訓
練
に
関
し
て
あ
ら
ゆ

る
面
で
の
質
の
改
善
・
向
上
を
促
進
し
、
Ｅ
Ｕ
加
盟
国

間
で
の
能
力
と
資
格
の
共
通
認
識
を
確
立
さ
せ
、
労
働

移
動
を
容
易
に
す
る
と
と
も
に
欧
州
の
労
働
市
場
の
統

合
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
設
計
さ
れ
た

が
、
議
論
が
長
引
い
て
い
た
。

（
Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｔ
国
際
研
究
部　

樋
口
英
夫
・

天
瀬
光
二
・
町
田
敦
子
）

＊
本
稿
の
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
間
も
な

く
刊
行
さ
れ
る
資
料
シ
リ
ー
ズ
Ｎ
ｏ
．
五
七

「
欧
米
諸
国
の
公
共
職
業
訓
練
制
度
と
実
態

―

仏
・
独
・
英
・
米
四
カ
国
比
較
調
査―

」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

〈
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
〉

今
野
浩
一
郎
（
い
ま
の
・
こ
う
い
ち
ろ

う
）
学
習
院
大
学
経
済
学
部
経
営
学
科

教
授
。
一
九
四
六
年
生
ま
れ
。
神
奈
川

大
学
工
学
部
工
業
経
営
学
科
助
手
、
東

京
学
芸
大
学
教
育
学
部
助
教
授
等
を
経

て
、
一
九
九
二
年
よ
り
現
職
。
中
央
最

低
賃
金
審
議
会
会
長（
二
〇
〇
三
年
〜
）、

労
働
政
策
審
議
会
委
員
（
二
〇
〇
五
年

〜
）
等
も
務
め
る
。
主
な
著
書
に
、『
勝

ち
ぬ
く
賃
金
改
革
』日
本
経
済
新
聞
社
・

一
九
九
八
年
、『
人
事
管
理
入
門
』
日
本

経
済
新
聞
社
・
一
九
九
六
年
、『
資
格
の

経
済
学
』（
共
著
）
中
央
公
論
社
・
一
九

九
五
年
、『
能
力
・
仕
事
基
準
の
人
事
・

賃
金
改
革
』（
共
著
）
社
会
経
済
生
産
性

本
部
・
二
〇
〇
三
年　

な
ど
。


